
伊勢崎市教育委員会らのＩＣＴ活用推進モデル校の指定を受け、教科指導における活用の仕

方、特別支援教育等への活用の仕方等を日常の実践を通して模索し、生徒が「わかる喜び」 

「できる楽しさ」を味わいながら学力向上を図れようにするとともに、本校教職員のＩＣＴ活

用指導力の向上を図る。 

（１） 情報化推進リーダーを位置付けＩＣＴ活用推進チームを組織する。 

（２） ＩＣＴ活用推進チームを中心に活用モデルの作成及び活用例の洗い出し。 

（３） 教職員に向けた基本的研修を実施する。 

（４） 活用モデルと参考に各教科で実践する。（本年度は実施可能な所から実践） 

（５） 県教育委員会義務教育課ＩＣＴ活用促進プロジェクト実践推進校として活用モデ

    ルの情報提供をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図と式から考えを比較〉 

・大型電子黒板に生徒の考え方を書き込ま

せ、黒板に本時のめあてやまとめ等を書く

などの使い分けを行った。 

 タッチペンの色を 

や背面の色などを変 

えることで、よりわ 

かりやすく考えを提 

示することができ 

た。 

〈実物投影による考えの共有〉 

・よい考えや、解答の仕方を生徒のノートや

プリントから見つけ、大型電子黒板に映し出

し、全員の共通理解につなげた。 

            また、教科書やプ

リントを投影し、タ

ッチペンで書き込み

ながら、考え方のヒ

ントやポイントを説

明した。 

〈意見交流〉 

・体育の集団演技 

の構成を考える場 

面で、生徒が大型 

電子黒板に書き込 

みながら意見を交 

流させた。 

 自由に書いたり消したりできるので、ホ

ワイトボードや学習カードを使うよりも簡

単で、活発な意見交流につながった。 

           〈資料の提示〉 

           ・あらかじめデータ

を保存しておいた教

師用タブレットPC

を大型電子黒板に接

続し、資料を提示し

た。 

必要に応じて、ポイントとなる部分を丸で 

囲んだり、タッチペンで画面に解説を書き込

んだりして、考えや理解を深めさせた。 
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          〈動画を撮影し、構 

成やできばえをチ 

ェックする〉 

・体育の授業で、生 

徒用タブレットPCで 

動画を撮影し、技の 

できばえをチェック 

したり、表現の構成を見直したりした。 

互いに見合ってアドバイスし合う交流より

も映像を見ることで、言葉で伝えられていた

課題が視覚的に捉えられるようになった。ま

た、課題が明確になりより具体的なアドバイ

スや意見が交わされるようになった。 

〈プレゼンソフト 

を提示しての発表〉 

・学校保健委員会 

では、「三中GEN 

KI!で感染症予防！ 

みんなで守って、 

みんなを守ろう！ 

三中の新しい生活様式」をテーマに、各クラ

スの保健委員がプレゼンソフトを活用して、

今までの学校生活で、よくできていた点や課

題点を三中GENKIチェックシートやアンケ

ートを元に発表し、生徒一人一人が意識を高

め、感染症予防に取り組んでいけるよう呼び

かけた。 

〈オンラインによる集会等〉 

            ・新型コロナウイルス感染症予防対策により、全校生徒が一堂に集 

まることができないため、オンラインによる生徒総会、人権集会を 

計画し実施した。 

 

 生徒総会では、物理室をスタジオとして各教室とネットで結び、 

Google meetによるオンラインで総会を開きました。生徒会本部 

役員が司会や議題提案などの分担を決め、初めての試みに少々緊張 

した面持ちで会を進めました。審議については紙面による形式をと 

りましたが、今後は双方向でのやり取りなど、より有効に機能する 

方法を考えていきたいと思います。 

 

 人権集会では、職員室をスタジオとして各教室とネットで結び、 

Google meetによるオンラインで校長講話を行いました。プレゼ

ンソフトを基に、講話を進めたり、動画を視聴した後に生徒同士で

話し合う時間を設定したりしました。職員室のディスプレイには、

各クラスで真剣に画面を見つめる生徒の姿や話し合う様 

子を見ることができました。今後は生徒用タブレット 

PCを活用し、生徒一人一人とつながるなど、集会だけ 

でなく学習にも取り入れることを考えていきたいと思 

います。 

〈オクリンクを 

使っての意見交流〉 

・数学の課題を解 

決する場面で生徒 

が一人１台ずつタ 

ブレットPCを使い、 

ミライシードのオクリンクを使って、自分の

考えを先生やクラス全員又は同じ班の仲間に

送付し、意見交流を行った。また、使ったカ

ードを並べ替え、学習したことを整理した。 

            〈実験結果を表

やグラフにま

とめ、考察す

る〉 

・理科の授業で 

教師用タブレッ 

トPCから、用意 

していた実験データを生徒用タブレットPC

に送り、そのデータを基に規則性を見いだ

させるための意見交流を行った。 

活 用 の 様 子 ②

  


